
 

平成２５年度 発掘調査速報展 

 

はじめに 

 発掘
  はっくつ

調査
ちょうさ

速報展
そくほうてん

は、弘前市教育委員会が平成９年度から毎年開催しているもので、今回が１７回目となります。 

今回紹介
しょうかい

する遺跡
い せ き

は、平成
へいせい

２５年度
ね ん ど

に実施
じ っ し

した市内
し な い

６ヶ所の発掘調査のうち、平安
へいあん

時代及び中世
ちゅうせい

の集落
しゅうらく

跡
あと

や中世の城館
じょうかん

跡
あと

、戦国
せんごく

時代の城跡
しろあと

などの３ヶ所で、調査の結果、貴重
きちょう

な遺構
い こ う

や遺物
い ぶ つ

が多数発見され、大きな成

果が得られました。       

近年、開発
かいはつ

により多くの遺跡が失われていくなか、個性
こ せ い

豊
ゆた

かな地域の歴史的
れきしてき

・文化的
ぶんかてき

な環境
かんきょう

を形づくる重要

な遺産
い さ ん

である史跡
し せ き

や遺跡を訪れる人は増加
ぞ う か

しており、史跡・遺跡の保護
ほ ご

に対する関心は高まってきています。 

本速報展
ほんそくほうてん

は、このような中で、市民の皆様方にとって遺跡がより身近
み ぢ か

なものであり、先人
せんじん

が残した貴重
きちょう

な文化
ぶ ん か

遺産
い さ ん

であることを感じていただくと共に、遺跡の保護についてご理解
り か い

とご 協 力
きょうりょく

が得られることを願い、開催
かいさい

してい

るものです。 

 平成２６年３月現在で当市の遺跡数は４４９ヶ所を数えますが、まだまだ未発見
みはっけん

の遺跡がたくさん存在するも

のと思われます。もし、皆さんの周りで土器
ど き

や石器
せ っ き

を発見したら、ぜひ文化
ぶ ん か

財課
ざ い か

までご連絡
れんらく

下さるようお願い申

し上げます。 

 

石川
いしかわ

城跡
じょうあと

所 在 地：石川字大仏ほか 

                    

時  代：縄文時代、平安時代、中世 

調査期間：平成２５年 ８月 １日～ ９月１２日 

     平成２５年１１月２９日～１２月 ９日 

調査面積：225 ㎡ 

調査原因：公園整備 

石川城跡は、弘前市街地の南東部、尾
お

開山
びらきやま

から

北に伸びる大仏ヶ鼻
だいぶつがはな

丘 陵
きゅうりょう

と周辺の台地上に位置

しています。今年度は、遺跡の中でも、紫陽花
あ じ さ い

の綺麗
き れ い

な公園として整備
せ い び

されている大仏
だいぶつ

公園
こうえん

で、公園の再

整備に伴い、発掘
はっくつ

調査
ちょうさ

ここは、かつて

を行いました。 

南部
な ん ぶ

氏
し

の津
つ

軽地方
がるちほう

における拠点
きょてん

の

城として機能
き の う

し、元亀
げ ん き

２年(1571)、大浦
おおうら

為
ため

信
のぶ

（後の津軽為信）の襲撃
しゅうげき

を受けて落城
らくじょう

した（堀越
ほりこし

城
じょう

からの奇襲
きしゅう

とされています）という中世
ちゅうせい

の歴史が有名ですが、今回の調査では、縄文
じょうもん

時代や10 世紀～12 世紀の平安
へいあん

時

代にも集落
しゅうらく

大仏公園ではこれら地下の文化財を守りつつ、より

があったことが確認されました。 

快適
かいてき

な公園とするための工事が実施
じ っ し

されました。機会があ

れば、古代
こ だ い

への思いを馳
は

せつつ、是非
ぜ ひ

 

お立ち寄りください。 

 

調査風景 



油伝
あぶらでん

（２）遺跡
い せ き

所 在 地：蒔苗字油田 

                   

時  代：平安時代、中世 

調査期間：平成２５年 ５月２７日～１１月２９日 

調査面積：１，４３８㎡ 

調査原因：市道整備 

油伝（２）遺跡は、弘前市街地の北西部、後
うしろ

長根
な が ね

川
がわ

左岸
さ が ん

の微高地上に位置しています。市道
し ど う

独狐蒔
とっこまか

苗
なえ

線
せん

整備
せ い び

今年度の調査の結果、

に伴い、平成２４年度から発掘調査を実施し

ています。 

平安
へいあん

時代の竪穴
たてあな

住居
じゅうきょ

跡
あと

が

２５軒、土坑
ど こ う

跡
あと

が約１００基、溝
みぞ

跡
あと

３０条などが発

見されました。土坑跡の中には、平安時代以降の井戸跡が１３基発見され、直径約２ｍ・深さ約３ｍの大きなも

のもあります。溝跡のうち５条は、幅１．５ｍ以上・深さ約１ｍの大きな溝で、住居跡を壊して作られているこ

とから、平安時代以降のものと考えられます。 

遺物
い ぶ つ

は、主に平安時代の土器のほかに、鉄製
てっせい

の刀子
と う す

や紡錘車
ぼうすいしゃ

、中世
ちゅうせい

後半頃と考えられる陶磁器
と う じ き

も出土しており、

大きな成果を得ています。 

 

史
し

跡
せき

津
つ

軽
がる

氏
し

城
しろ

跡
あと

 堀越
ほ り こ し

城跡

所 在 地：堀越字柏田ほか 

じょうあと

 

時  代：戦国時代～江戸時代初め 

調査期間：平成２５年 ７月２３日～１０月１０日 

調査面積：４３０㎡ 

調査原因：史跡公園整備 

堀越城跡は、弘前市南部の平
ひら

川
かわ

、大和沢
おおわさわ

川
がわ

、前川
まえかわ

に

囲まれた平
へい

野部
や ぶ

に位置します。 

津軽
つ が る

為
ため

信
のぶ

が大浦城
おおうらじょう

から移転
い て ん

した文
ぶん

禄
ろく

３年(1594)

から慶長
けいちょう

16年
ねん

(1611)の弘前
ひろさき

城
じょう

築
ちく

城
じょう

までの17年

間、弘前藩
ひろさきはん

初代
しょだい

為信、二代信枚
のぶひら

の居城
きょじょう

となり、津軽

地方の中心として機能
き の う

今年度の調査は、城内の３か所で実施し、

しました。 

三之丸
さんのまる

南虎口
みなみこぐち

からは門跡、外構
そとがまえ

からは石
いし

敷
じ

きの通路
つ う ろ

跡
あと

現在堀越城では、

が確認され、

当時の城内を南北に貫く道がほぼ確定することとなりました。 

史跡
し せ き

公園
こうえん

整備
せ い び

工事
こ う じ

が実施されており、本丸
ほんまる

 

地区を皮切りに、順次暫定公開する予定です。機

会がありましたら、是非お立ち寄りください。 
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【展示に関する問い合せ先】弘前市教育委員会 文化財課埋蔵文化財係（岩木庁舎３階） 

〒036－1393弘前市大字賀田一丁目１－１  ℡ 0172‐82‐1642（直通）  内線 768・381 

竪穴住居跡 

整備工事中の本丸地区 
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